
'．

詞
心

蓋
癖

つ

ｌ
但
馬
。
理
想
の
都
の
祭
迦

な
が
た
ま
さ
ふ
み

お
話
を
伺
っ
た
ひ
と
永
田
政
文
さ

蕊 、
の

識
q

争金画
ハ

Ｐ鐸４

里

"

寧
眺
鈎

画
壁
置

＝. ’

'

な
ん
だ
か
但
馬
が
騒
が
し
い

行
こ
う
／
こ
こ
ろ
の
ふ
る
さ
と
へ

ｌ
但
馬
毒
の
都
の
祭
典
皐
繊
穴
奪
…
…
七
零
一
一
一
…
且

な
が
た
ま
さ
ふ
み

講
話
を
伺
っ
た
ひ
と
永
田
政
文
さ
ん
八
鍵
蕊
慧
祭
巣
実
行
委
員
会
Ｖ

■
快
適
但
馬
ど
新
し
．
い
ラ
イ
フ

な
ん
だ
か
但
馬
が
一

行
こ
う
／
こ
こ
ろ
《

■
快
適
但
馬
ど
新
し
．
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
創
造

ひ

ら
一

９

可

雲蕊Ｉ

タ
ヴ
ゥ

鍵

ｐ
叩
け

欝
掌琴

ノ

但
馬
・
理
想
の
都
の
祭
典
開
幕
ま
で

一
ヵ
月
足
ら
ず
と
な
り
ま
し
た
。
〃
理

想
の
都
づ
く
り
″
と
い
う
壮
大
な
計
画

の
も
と
、
新
し
い
但
馬
づ
く
り
を
め
ざ

し
て
今
、
急
ピ
ッ
チ
で
祭
典
の
準
備
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

但
馬
一
市
十
八
町
で
四
季
折
々
に
開

催
さ
れ
る
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
は
、
今
の

と
こ
ろ
三
百
四
‘
エ
ハ
（
二
月
十
四
日
現

在
）
を
数
え
ま
す
。
展
示
、
講
演
、
音

楽
、
舞
踊
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
小
さ
な

も
の
か
ら
大
き
な
も
の
ま
で
、
但
馬
二

十
一
万
人
す
べ
て
の
人
々
の
参
加
に
よ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を
こ
ら
し
た
ユ
ニ

ー
ク
な
も
の
に
な
り
そ
う
で
す
。
イ
ベ

ン
ト
の
中
心
陣
と
な
る
の
は
但
馬
の
も

つ
豊
か
な
〃
人
・
海
・
森
・
里
・
空
″

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
五
つ
の
文
化
展
。
そ

れ
ぞ
れ
の
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
し
ま
し
よ

－
つ
。。

人
１
大
但
需
展

但
馬
の
自
然
、
文
化
、
人
物
を
紹
介
。

観
光
物
産
の
展
示
販
売
、
伝
統
芸
能
の
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／

顎
る

阜
伊
８
６
■
汐
〃

実
演
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
但
馬
の
素
晴
・

ら
し
さ
を
再
確
認
で
き
ま
す
。
中
で
も

ス
ー
パ
ー
弱
ミ
リ
の
大
映
像
「
但
馬
物

語
」
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
生
態
映
像
な
ど

が
見
ど
こ
ろ
。
（
開
催
地
・
豊
岡
市
／

四
月
九
日
〃
上
ハ
月
三
十
日
）

・
海
Ｉ
但
馬
贈
海
中
公
園
展

海
中
観
光
船
や
遊
覧
船
で
海
の
自

然
を
探
る
海
中
・
海
上
探
訪
、
海
の
味

覚
を
満
喫
で
き
る
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ガ
ー

デ
ン
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
か
す
み
朝
市
セ

ン
タ
ー
な
ど
、
但
馬
の
海
の
四
季
折
々

の
変
化
が
楽
し
め
ま
す
。
実
際
に
セ
リ

に
参
加
で
き
る
「
お
魚
オ
Ｉ
ク
シ
ョ
ン
」

が
面
白
そ
う
。
（
開
催
地
・
香
住
町
／

四
月
九
日
〜
十
二
月
二
十
五
日
）

・
森
ｌ
但
馬
・
森
の
文
化
展

美
方
郡
村
岡
町
で
開
催
さ
れ
る
第
四

十
五
回
全
国
植
樹
祭
で
、
参
加
者
自
身

に
よ
る
記
念
の
森
づ
く
り
や
、
森
と
の

ふ
れ
あ
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
音
楽
会
、
フ

ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
な
ど
か
ら
〃
私
た
ち
の

心
に
緑
を
″
育
む
こ
と
を
願
い
ま
す
。

参
加
は
招
待
客
の
み
。
（
開
催
地
・
村

岡
町
／
五
月
二
十
二
日
）

・
里
ｌ
但
馬
》
食
文
化
プ
ラ
ザ

但
馬
の
里
の
文
化
を
食
生
活
を
通
し

て
紹
介
し
、
食
文
化
に
つ
い
て
提
案
し

ま
す
。
但
馬
の
四
季
の
料
理
の
展
示
、

料
理
教
室
、
た
ら
ふ
く
鍋
、
レ
ス
ト
ラ

ン
、
特
産
品
の
バ
ザ
ー
な
ど
食
の
魅
力

が
い
っ
ぱ
い
。
四
季
の
花
を
植
え
た
お

花
畑
、
但
馬
・
か
か
し
コ
ン
テ
ス
ト
な

、
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、

ど
が
見
ど
こ
ろ
。
（
開
催
地
・
和
田
山
ノ

町
／
四
月
九
日
〜
五
月
八
日
、
七
月
一
一

十
三
日
〜
八
月
二
十
八
日
、
九
月
二
十

三
日
〜
十
一
月
七
日
）

。
空
ｌ
但
馬
・
空
の
文
化
展

但
馬
の
空
と
人
と
の
関
わ
り
合
い
や
、

航
空
の
安
全
運
航
シ
ス
テ
ム
を
紹
介
す

る
と
と
も
に
五
月
に
開
港
す
る
但
馬
空

港
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り
を
考
え
ま

す
。
ス
カ
イ
シ
ョ
ー
、
遊
覧
飛
行
、
紙

飛
行
機
大
会
な
ど
、
空
へ
の
ロ
マ
ン
あ

ふ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
が
多
彩
。
主
な
展
示

に
昭
和
六
年
城
崎
に
墓
地
を
お
い
て
飛

行
し
て
い
た
定
期
便
「
三
菱
Ｍ
Ｃ
ｌ
ｌ

型
水
上
飛
行
機
」
の
模
型
な
ど
。
（
開

催
地
・
豊
岡
市
、
日
高
町
／
四
月
九
日

〜
十
一
月
六
日
）

こ
の
ほ
か
但
馬
の
素
晴
ら
し
さ
を
実

感
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
に
、
「
但
馬
の
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
」
が
あ
り
ま
す
。
テ
ー
マ

は
〃
但
馬
発
日
本
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
〃

ｌ
心
に
響
き
合
う
二
十
一
世
紀
へ
の
贈

り
物
Ｉ
。
古
事
記
・
日
本
書
紀
に
も
登

場
す
る
「
蕊
匪
嬢
」
の
伝
説
を
中
心
に

取
り
入
れ
な
が
ら
、
但
馬
の
素
晴
ら
し

さ
、
豊
か
さ
を
表
現
し
た
作
品
で
、
但

馬
以
外
で
も
上
演
で
き
る
内
容
に
な
っ

て
い
ま
す
。
昨
年
十
二
月
に
行
わ
れ
た

出
演
者
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
は
受
験

者
七
十
人
が
技
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

十
月
の
上
演
に
向
け
て
練
習
が
始
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
多
く
の
人
々
に
感
動

を
与
え
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
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爾
一
司
一
両

一
帳
一
一
榊
一
吠

岬
・
問
軸

調
鵡
銅

》
岬
一
鋤

一
和
田

一
約
弱
、

｜
雪
雲

一
約
訓
町

「
『
濁

一
約
、
帥

一
浜

一
鵬
目
的
罰

●所要時間[ 乗用車］

／

も
う
一
つ
、
完
成
が
待
た
れ
る
の
は

〃
交
響
曲
「
但
馬
」
〃
で
す
。
但
馬
の

自
然
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
曲
風
の
〃
但

馬
賛
歌
″
で
す
が
、
合
唱
つ
き
の
第
四

楽
章
の
発
表
は
今
年
十
二
月
。
全
楽
章

の
発
表
は
来
年
の
三
月
に
な
る
予
定
で

す
。
将
来
に
わ
た
っ
て
但
馬
の
シ
ン
ボ

ル
と
な
る
よ
う
な
、
心
を
打
つ
交
響
曲

に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

さ
て
、
期
待
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
で
す
が
、
祭
典
の
開
幕
前
夜
の
四

月
八
日
十
七
時
〜
但
馬
空
港
に
て
催
さ

れ
ま
す
。
あ
っ
と
驚
き
そ
う
な
の
が
日

本
初
公
開
の
「
マ
ン
シ
ュ
」
と
呼
ば
れ

る
〃
巨
大
エ
ア
チ
ュ
ー
ブ
シ
ョ
ー
″
・

フ
ラ
ン
ス
の
造
型
作
家
グ
ザ
ヴ
ィ
エ
・

ジ
ュ
イ
ヨ
氏
に
よ
る
空
間
ア
ー
ト
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
で
、
全
長
百
メ
ー
ト
ル
〜

百
五
十
メ
ー
ト
ル
に
も
な
る
巨
大
エ
ア

チ
ュ
ー
ブ
を
大
空
に
泳
が
せ
る
と
い
う

も
の
。
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
シ
ョ
ー
、
但
馬

の
伝
統
芸
能
な
ど
も
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を

盛
り
上
げ
ま
す
。

限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
で
は
と
て
も
す

べ
て
紹
介
し
き
れ
な
い
、
楽
し
さ
盛
り
だ

く
さ
ん
の
但
馬
・
理
想
の
都
の
祭
典
。

こ
の
チ
ャ
ン
ス
に
都
会
っ
子
の
皆
さ
ん

も
、
〃
こ
こ
ろ
の
ふ
る
さ
と
″
を
見
つ

け
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

■
イ
ベ
ン
ト
の
お
問
い
合
わ
せ
は

〈
祭
典
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
〉

神
戸
・
○
七
八
’
三
七
一
’
八
六
○
○

豊
岡
・
○
七
九
六
’
一
一
一
一
一
’
五
○
○
○

●所要時間［ＪＲ特急］

．胸膜…悶峨i姫路Ｉ

鳥
取

弓」浜Ｕ香Ｌ| 豊Ｌ| 和 悶毎| 神戸’約1 時

訓|§||； 劉田一編…坐」大阪｜
山｜ 山購…2爵悶ｉ京都｜」計坂卜| 住' 一| 岡卜

湯村温泉へ

●所要時間［航空機］

、

崎３６〕ﾐﾐ、ノ/;緬一
｜但馬空港｜

鵬
画
瑚
駒
９

岡ｈ山i Ⅷ…篇閲１京罰住坂

|神戸へﾘポーﾄﾄ竺竺’

|大阪空港|冒壷爾翻但馬空港Ｉ（路線開発協議中）

ﾘポーﾄ’
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こつこつと編みあげる杷柳細工は
人のぬくもりを伝える。

但
馬
は
兵
庫
県
の
北
部
に
位
置
す
る
、
一
市

十
八
町
か
ら
な
る
地
域
で
す
。
面
積
は
全
県
の

四
分
の
一
を
持
ち
、
山
、
海
、
川
、
温
泉
に
恵

ま
れ
た
、
四
季
の
美
し
い
〃
こ
こ
ろ
の
ふ
る
さ

と
″
で
す
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
四
月
九
日
よ

り
一
年
間
催
さ
れ
る
〃
但
馬
。
理
想
の
都
の
祭

典
″
に
合
わ
せ
て
、
そ
ん
な
但
馬
の
魅
力
を
ご

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
１
八
豊
岡
市
の
は
な
し
Ｖ●

豊
岡
市
は
但
馬
の
中
で
唯
一
の
市
に
な
り
ま

グザヴィエ･ ジュイヨさん

が
、
昨
年
哩
月
”
日
、
但
馬
を
訪
れ
ま

し
た
。
空
中
数
十
メ
ー
ト
ル
も
舞
い
上

が
る
大
型
チ
ュ
ー
ブ
を
用
い
た
演
出
は

本
当
に
雄
大
。
こ
の
た
び
の
来
但
で

は
、
イ
ベ
ン
ト
の
会
場
と
な
る
但
馬
空

港
や
作
業
所
を
視
察
し
ま
し
た
。

「
但
馬
は
都
市
と
自
然
が
調
和
し
た
素

晴
ら
し
い
所
。
但
馬
空
港
は
、
フ
ラ
ン

ス
で
想
像
し
て
い
た
以
上
に
広
く
、
周

囲
の
環
境
も
良
く
、
い
ろ
ん
な
イ
メ
ー

ジ
が
ふ
く
ら
ん
で
き
た
よ
」

と
ジ
ニ
イ
ョ
さ
ん
。
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

も
大
変
満
足
し
た
様
子
で
、
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
は
素
晴
ら
し
い
ア
ー

ト
が
私
達
を
魅
了
し
て
く
れ
そ
う
。

但馬の主な特産品が並ぶ“じばさんⅢＡＪＩＭＡ, ’どこででも手
に入るものではない、手創りの温かさ。地方発送もしてくれる。

す
。
古
く
か
ら
但
馬
の
政
治
、
経
済
、
文
化
の

中
心
地
と
な
っ
て
き
た
と
こ
ろ
。
豊
岡
と
い
え

ば
〃
か
ば
ん
″
が
有
名
で
す
が
、
そ
れ
が
江
戸

時
代
に
広
ま
っ
た
〃
杷
柳
産
業
″
を
発
祥
と
し

て
い
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
柳
ご
う
り
に
始
ま
っ
た
杷
柳

細
工
は
、
今
で
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
が
デ
ザ
イ
ン
の

主
流
。
そ
し
て
生
活
様
式
の
変
化
に
と
も
な
っ

で
産
業
の
中
枢
の
座
も
か
ば
ん
に
譲
ら
れ
ま
し

た
。
千
数
百
年
の
歴
史
の
流
れ
を
感
じ
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
但
馬
を
代
表
す
る
特
産
品
を
展

示
し
て
い
る
の
が
〃
じ
ぱ
さ
ん
Ｔ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ａ
〃

で
す
。
正
式
名
は
但
馬
地
域
地
場
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー
。
他
に
も
お
酒
、
山
菜
、
海
産
加
工
品
、

焼
物
な
ど
但
馬
の
手
づ
く
り
の
品
々
が
並
び
ま

す
。
八
豊
岡
市
大
磯
町
一
’
七
十
九
／
○
七
九

六
（
二
四
）
五
五
五
一
Ｖ

円
山
川
は
但
馬
を
縦
断
す
る
豊
か
な
水
流
を

誇
る
川
。
そ
の
ゆ
る
や
か
な
流
れ
は
但
馬
の
人

１
７０
１

鷺騨識鍾尋 弓
缶
﹈
胃
昌
傍

目
①
弔
胃
ａ
の

★
フ
ラ
ン
ス
の
造
形
作
家

グ
ザ
ヴ
ィ
エ
・
ジ
ュ
イ
ヨ
さ
ん
来
但

但
馬
理
想
の
都
の
祭
典
の
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
の
空
間
ア
ー
ト
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
〃
巨
大
エ
ア
チ
ュ
ー
プ

（
マ
ン
シ
ご
シ
ョ
ー
″
を
手
掛
け
る

ア
ー
チ
ス
ト
、
フ
ラ
ン
ス
の
造
形
作
家

の
グ
ザ
ヴ
ィ
エ
・
ジ
ュ
イ
ョ
さ
ん
（
妃
）

雪‘
蕊

l;総＃

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



▲豊岡の名勝の１つ‘‘玄武洞, ，

祭典のシンボルにもなっているコウノトリレ

自
然
の
美
し
さ
を
映
し
出
す
円
山
川

観
光
客
の
方
に
は
定
期
便
が
お
す
す
め
。
小
島

←
小
島
、
玄
武
洞
←
玄
武
洞
の
２
コ
ー
ス
あ
り

約
四
十
分
で
子
供
五
百
円
、
大
人
千
円
。
十
時

’
十
五
時
ま
で
の
一
時
間
ご
と
に
年
中
無
休
で

出
航
し
て
い
ま
す
。
「
四
季
折
々
の
美
し
い
自

然
が
楽
し
め
ま
す
。
観
光
に
来
ら
れ
た
方
は
よ

く
利
用
し
て
下
さ
い
ま
す
よ
」
と
日
和
山
観
光

㈱
の
企
両
塁
の
人
。
春
は
桜
、
菜
の
花
の
群
生

を
望
め
、
冬
は
水
墨
画
の
よ
う
な
雪
景
色
。
円

山
川
を
抜
き
に
し
て
但
馬
は
語
れ
な
い
と
思
う

ほ
ど
の
美
し
さ
な
の
で
す
。
兵
庫
県
立
円
山
川

公
苑
も
そ
ん
な
円
山
川
の
素
晴
ら
し
さ
を
味
わ

え
る
ス
ポ
ッ
ト
の
一
つ
。
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
総
合
施
設
で
、
約
九
万

々
の
温
か
な
心
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
で
す
。

円
山
川
周
辺
の
美
し
い
自
然
を
満
喫
す
る
に
は

〃
屋
形
船
″
に
乗
る
の
が
最
適
。
貸
し
切
り
便

と
定
期
便
の
二
つ
が
あ
り
、
豊
岡
市
街
付
近
の

小
島
と
玄
武
洞
が
発
着
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

唖

騨欝

栗祖中嶋神社

平
方
メ
ー
ト
ル
に
も
お
よ
ぶ
広
大
な
敷
地
の

中
、
季
節
に
応
じ
て
水
泳
、
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト

が
楽
し
め
、
ま
た
美
術
館
、
ポ
ー
ト
ャ
ー
ド
、

リ
バ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
、
レ
ス
ト
ラ
ン
を
完
備

し
て
い
ま
す
。
八
Ｊ
Ｒ
城
崎
駅
よ
り
バ
ス
〃
絹

巻
神
社
″
下
車
、
徒
歩
十
分
Ｖ

Ｊ
Ｒ
豊
岡
駅
か
ら
赤
石
行
バ
ス
で
金
刀
比
羅

神
社
口
下
車
、
歩
い
て
十
五
分
の
と
こ
ろ
に
但

馬
の
、
い
え
兵
庫
県
の
宝
物
が
生
息
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
兵
庫
県
の
鳥
、
特
別
天
然
記
念
物

コ
ウ
ノ
ト
リ
。
古
く
か
ら
豊
岡
盆
地
に
数
多
く

生
息
し
て
い
ま
し
た
が
、
自
然
破
壊
な
ど
の
影

響
で
三
十
羽
前
後
に
減
少
。
豊
岡
市
は
日
本
で

唯
一
、
本
格
的
な
人
工
飼
育
を
行
な
っ
て
お

り
、
平
成
元
年
に
は
念
願
の
ヒ
ナ
も
誕
生
し
ま

7１

し
た
。
コ
ウ
ノ
ト

リ
は
一
般
公
開
さ

れ
ま
す
の
で
、
皇

太
子
殿
下
ご
夫
妻

の
お
子
様
の
誕
生

を
お
祈
り
す
る
の

も
い
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
。

謹鍵
ロ

鍵11謹鑑ｉ
驚
驚

①
ｚ
固
弔
①
胃
ｚ
畠

の
己
自
己
国

★
お
菓
子
の
神
様
っ
て
知
っ
て
る
？

豊
岡
に
は
い
く
つ
か
の
由
緒
あ
る
神

社
仏
閣
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
の
主
な

３
つ
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

ｅ
絹
巻
神
社
暖
地
性
原
生
林
と
し
て

兵
庫
県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て

い
る
絹
巻
山
の
ふ
も
と
に
あ
り
、
海
の

但馬( たじま) F A X 情報
～４月から観光。祭典情報提供～

アクセスNoO796-24-1511

擬]烈一麹繁

神
が
把
ら
れ
て
い
ま
す
。

、
東
楽
寺
約
１
１
５
０
年
前
に
弘
法

大
師
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
と
伝
え
ら
れ

る
お
寺
。
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

ｅ
中
嶋
神
社
垂
仁
天
皇
の
命
で
遠
く

海
外
か
ら
〃
非
時
香
英
″
（
現
在
の
橘

の
実
）
を
持
ち
帰
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る

田
道
間
守
命
（
た
じ
ま
も
り
の
み
こ
と
）

を
お
菓
子
の
神
様
と
し
て
把
っ
て
い
ま

す
。
毎
年
４
月
の
第
３
日
曜
日
に
は
菓

子
ま
つ
り
が
催
さ
れ
る
そ
う
。
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大関弘政
く宝塚歌劇団・演出家＞

紫苑ゆう
く宝塚歌劇団・星組＞

１
７２
１

瀧
蝋
タ
カ
ラ
ヅ
カ
対
獄
…
鶴

光
る
涙
の
中
に

熱

の
友
情

麻路さき
く宝塚歌劇団・星組＞

中
で
の
男
の
友
情
と
、
恋
を
描
い
た
作

品
で
す
が
、
あ
る
人
が
舞
台
の
ラ
ス
ト

シ
ー
ン
を
見
て
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
の
詩

「
草
原
の
輝
き
」
を
思
い
出
し
た
と
言

う
の
で
す
。
分
か
っ
て
も
ら
え
た
と
い

う
気
持
ち
で
す
。
藤
沢
周
平
の
世
界
は

そ
こ
に
通
じ
て
い
る
と
思
う
の
で
す
。

紫
苑
演
じ
て
い
る
側
の
テ
ン
シ
ョ
ン

は
芝
居
の
流
れ
で
自
然
に
持
っ
て
行
け

ま
す
。
最
後
の
お
ふ
く
と
の
二
人
の
場

面
は
、
客
席
が
バ
ウ
ホ
ー
ル
並
み
の
静

け
さ
に
な
り
、
お
客
さ
ん
の
心
が
ジ
ン

ジ
ン
伝
わ
っ
て
来
る
ん
で
す
。
涙
、
涙

の
物
語
で
、
日
に
よ
っ
て
お
客
さ
ん
の

す
す
り
泣
き
の
始
ま
る
場
面
が
違
う
ん

で
す
。
今
日
は
早
く
も
手
紙
の
所
か

ら
。
子
持
ち
の
世
代
は
、
道
行
き
が
一

番
泣
け
る
っ
て
言
っ
て
ま
す
よ
。

大
関
あ
そ
こ
は
、
僕
も
今
日
泣
い
た

よ
。
役
者
と
観
客
が
一
体
化
す
る
ね
。

演
じ
る
事
は
周
波
を
出
す
事
で
、
大
き

な
周
波
を
出
せ
る
役
者
に
会
う
と
作
者

は
幸
せ
だ
し
、
見
る
人
の
感
動
も
大
き

い
の
。
シ
ョ
ー
で
も
同
じ
だ
よ
。

宝
塚
大
劇
場
で
は
、
３
月
型
日
ま
で

星
組
公
演
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
。
ロ
マ
ン

『
若
き
日
の
唄
は
忘
れ
じ
』
と
、
レ
ビ

ュ
ー
『
ジ
ャ
ン
プ
・
オ
リ
エ
ン
ト
ノ
・
』

を
上
演
中
で
す
。

藤
沢
周
平
原
作
の
「
蝉
し
ぐ
れ
」
を

し
っ
と
り
と
情
趣
あ
ふ
れ
る
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
に
演
出
し
た
大
関
弘
政
さ
ん
、
男

の
友
情
を
演
じ
あ
げ
る
紫
苑
ゆ
う
さ

ん
、
麻
路
さ
き
さ
ん
を
、
公
演
が
始
っ

て
一
週
間
目
の
２
月
肥
日
に
訪
ね
て
、

お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

鰯
感
動
に
つ
ぐ
感
動
の
連
続
／

大
関
僕
は
こ
の
原
作
が
と
て
も
好
き

だ
っ
た
か
ら
選
ん
だ
の
で
す
。
藤
沢
周

平
の
作
品
の
フ
ァ
ン
は
大
部
分
男
性

で
、
宝
塚
の
フ
ァ
ン
層
の
多
く
は
女
性

な
の
で
、
あ
る
意
味
で
は
ミ
ス
マ
ッ
チ

か
も
し
れ
な
い
。
男
と
女
が
こ
ん
な
に

も
考
え
方
や
感
じ
方
が
違
う
と
は
、
同

じ
人
間
と
し
て
不
思
議
で
す
ね
。
し
か

し
文
四
郎
な
ど
非
常
に
人
間
的
な
人
物

で
す
。
江
戸
時
代
の
藩
の
権
力
争
い
の

蕊
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Ｊ
蒋
蝉
毎
群
．

爵

銅
蝋
蝿
蕊
》鍵 籍，リ

蕊璃
1蕊

爵:鋳鱗‘
』. ｙ盤 稀。

シ
メ
さ
ん
（
紫
苑
）
と
麻
路
さ
ん
の

役
割
分
担
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
け
ど
、

今
回
は
友
情
が
テ
ー
マ
で
、
稔
（
幸
）

と
３
人
組
の
仲
良
し
な
の
ね
。
見
て
て

あ
ん
な
奴
い
る
よ
ナ
ー
っ
て
感
じ
。

麻
路
私
は
大
関
先
生
と
月
組
の
時
以

来
８
年
ぶ
り
な
ん
で
す
。
前
は
洋
物
で

「
愛
…
た
だ
愛
」
の
バ
ウ
初
出
演
で
し

た
が
、
の
び
の
び
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
稽
古
か
ら
楽
し
か
っ
た
ん
で
す
。
今

単⑫

諏
鍍
桝
弾
郡
蕊
懇
聯
瑛
少

鞄騨

綴
識
鱗
識

場
で
す
け
ど
、
今
回
は
泣
い
て
い
い
か

ら
楽
で
す
ね
。

鍵
お
稽
古
で
大
革
命
が

大
関
原
作
か
ら
ど
こ
ま
で
離
れ
て
良

い
か
が
演
出
の
問
題
点
で
す
が
、
今
回

は
、
道
行
き
ｌ
舟
ｌ
笹
舟
と
続
々
と
ひ

ら
め
き
、
道
が
広
が
っ
て
行
っ
て
本
当

に
楽
し
か
っ
た
。
誰
し
も
幼
稚
園
の
頃

の
ミ
ヨ
ち
ゃ
ん
や
タ
ロ
ち
ゃ
ん
の
想
い

出
を
持
っ
て
い
る
し
ね
。

回
も
同
じ
で
す
ね
。
逸
平
の
役
は
考
え

て
考
え
て
作
る
と
回
り
の
評
判
悪
く
っ

て
、
ス
ト
レ
ー
ト
に
し
た
ら
泣
け
る
っ

て
皆
言
っ
て
く
れ
る
ん
で
す
。

紫
苑
お
稽
古
の
時
、
本
読
ん
で
泣
い

て
、
台
本
読
ん
で
泣
い
て
、
本
読
み
で

マ
リ
コ
（
麻
路
）
が
都
合
で
出
れ
な
く

て
大
関
先
生
が
替
わ
り
に
し
て
下
さ
っ

た
時
ダ
ー
ツ
と
涙
で
し
た
ね
（
笑
）
。

麻
路
男
役
は
、
い
つ
も
こ
ら
え
る
立

灘爵

灘
掩
雫
誉
織阜

噌
翻
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ね
。
日
本
物

何
度
も
見

１
４
１
７

で
も
時
代
や
身
分
に
よ
っ

紫
苑
子
供
か
ら
大
人
へ
の
時
の
流
れ

が
た
ま
ん
な
い
で
す
ね
。

大
関
紗
幕
の
所
で
歳
月
が
過
ぎ
る
け

ど
、
シ
メ
は
流
れ
を
計
算
し
て
る
ナ
ァ

と
思
え
る
。

紫
苑
エ
ー
そ
こ
ま
で
し
て
な
い
（
笑
）

麻
路
逸
平
は
ず
っ
と
同
じ
い
で
立
ち

だ
か
ら
、
声
と
か
で
歳
を
変
え
る
ん
で

す
。
逸
平
の
奥
さ
ん
と
い
う
の
が
分
か

ら
な
い
と
の
声
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
赤

ち
ゃ
ん
抱
か
せ
た
ら
ど
う
で
す
か
。

大
関
原
作
は
８
人
の
子
持
ち
だ
け
ど

麻路「時代物の着こなしもシメさんはキャリアですね。やっと憤れたけど、初めは刀はどっち･ ･ ･ って」

舞
台
は
釦
歳
位
に
し
て
る
か
ら
８
人
は

無
理
だ
な
（
笑
）
。
で
も
千
秋
楽
で
赤

ち
ゃ
ん
出
し
て
み
よ
う
か
。

麻
路
ウ
チ
お
金
持
ち
や
か
ら
、
み
ん

な
よ
り
先
に
元
服
も
や
っ
た
し
。
フ
ァ

ン
の
人
が
逸
平
の
奥
さ
ん
に
な
り
た
い

っ
て
。
家
は
安
定
し
て
何
の
心
配
も
い

ら
な
い
か
ら
（
笑
）
。

大
関
心
配
は
ケ
ン
カ
だ
け
（
笑
）
。

宝
塚
の
ト
ッ
プ
は
心
根
が
男
み
た
い

に
サ
ッ
パ
リ
し
た
人
が
多
い
ね
。
お
稽

古
で
理
解
で
き
な
い
時
は
、
追
求
し
て

納
得
し
て
進
め
る
。
今
回
は
革
命
起
こ

し
た
よ
な
（
笑
）
。
あ
る
場
面
を
も
っ

と
良
く
し
よ
う
と
い
う
意
欲
か
ら
、
生

徒
帥
人
全
部
を
引
き
連
れ
て
向
か
っ
て

来
た
ん
だ
よ
ね
（
笑
）
。

紫
苑
で
も
先
生
も
最
後
ま
で
戦
い
ま

し
た
ね
。

大
関
う
ん
。
で
も
、
や
っ
つ
け
ら
れ

た
よ
。
最
後
に
「
降
参
し
よ
う
」
と
言

っ
た
ら
拍
手
が
起
こ
っ
て
、
嬉
し
か
っ

た
よ
・
ル
ミ
（
瀬
戸
内
美
八
）
達
も
そ

ん
な
所
が
あ
っ
た
ね
。
皆
よ
っ
ぽ
ど
宝

塚
が
好
き
な
ん
だ
、
と
感
じ
て
嬉
し
か

っ
た
。

鍵
セ
リ
フ
よ
り
心
で
演
じ
る

紫
苑
幕
が
開
い
て
一
週
間
経
っ
て
、

や
っ
と
落
ち
付
い
て
来
て
、
早
替
わ
り

も
問
に
合
う
よ
う
に
…
…
。

大
関
よ
く
も
こ
ん
な
忙
し
い
こ
と
さ

せ
た
ナ
と
お
こ
っ
て
る
だ
る
・

紫
苑
お
こ
っ
て
る
（
笑
）
。

大
関
タ
カ
ラ
ジ
ェ
ン
ヌ
は
大
変
だ
よ

で
も
、
面
白
い
で
す
よ
。

大
関
今
回
は
日
本
人
の
心
と
心
に
伝

わ
る
ロ
マ
ン
な
ん
だ
け
ど
、
僕
は
セ
リ

て
着
物
、
か
つ
ら
が
全
部
違
う
し
、
ジ

ョ
ン
も
メ
リ
ー
も
す
る
」
よ
う
や
る

わ
。
僕
は
タ
カ
ラ
ジ
ェ
ン
ヌ
で
な
く
て

良
か
っ
た
（
笑
）
。

紫
苑
先
生
は
タ
カ
ラ
ジ
ャ
ン
（
笑
）
。

半
に
な
り
そ
う
。
反
面
ス
ト
レ
ー
ト
で

し
て
る
か
ら
自
分
の
調
子
が
役
に
出
て

し
ま
い
そ
う
で
、
寒
い
時
期
で
す
か
ら

体
調
を
ベ
ス
ト
に
保
っ
て
が
ん
ば
り
ま

す
。大

関
監
督
は
選
手
に
学
ぶ
と
言
う
け

ど
、
演
出
家
は
生
徒
に
学
ぶ
よ
。
舞
台

見
て
て
〃
え
っ
あ
ん
な
事
を
す
る
の
〃

と
毎
日
新
鮮
。
胸
に
グ
ッ
と
来
る
場
面

も
毎
日
違
う
し
ね
。
何
度
も
見
て
欲
し

い
で
す
ね
。

（
２
．
超
レ
ス
ト
ラ
ン
カ
ラ
ペ
ル
に
て
）

じ
る
か
ら

紫
苑
ェ

で
も
や
り

な
の
ｃ
さ

た
い
で
す

麻
路
楽

京
で
メ
ン
や

を
表
わ
す
。
ハ
ー
ト
で
演

役
者
は
大
変
。

ネ
ル
ギ
ー
が
い
り
ま
す
ね
。

け
ど
、 「

若
き

じ
る
方
も

い
表
現
で
愛

う
で
「
愛

が
い
が
あ
り
ま
す
。

回
一
回
を
大
切
に
し
て
ゆ
き

○ 毎
日
感
じ
方
が
違
う
か
ら
、

に
来
て
欲
し
い
で
す
ね
。
東

し
て
る
」
と
言
う
の
は
嫌
い

り
げ
な
い
言
葉
の
中
で
、
深

し
く
て
役
に
生
き
る
一
ケ
月

日
の
唄
は
忘
れ
じ
」
は
、
演

ハ
ー
が
変
わ
る
の
が
淋
し
い
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出
。
２
／
Ⅲ
１
３
／
訂
。
Ｓ
６
７
０
０
円

藤
沢
周
平
の
「
蝉
し
ぐ
れ
」
。

江
戸
へ
と
発
つ
…
…
。
原
作
は

郎
に
何
も
言
い
残
せ
な
い
ま
ま

や
か
）
は
江
戸
藩
邸
の
奥
に
勤

青
春
の
日
々
を
送
っ
て
い
た
。

め
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
文
四

な
か
っ
た
。

処
分
を
受
け
る
。
実
は
世
継
ぎ

し
か
し
逸
平
の
友
情
は
変
わ
ら

た
の
だ
っ
た
。
貧
窮
の
文
四
郎
、

に
絡
ん
だ
抗
争
に
巻
き
込
ま
れ

さ
き
）
、
島
崎
与
之
助
（
稔
幸
）
と

ら
、
親
友
小
和
田
逸
平
（
麻
路

S ＴＡＧＥ蝿
歳
。
剣
と
学
問
に
励
み
な
が

れ
た
藩
士
と
、
彼
を
慕
う
娘
と

あ
る
日
突
然
、
藩
へ
の
反
逆

の
罪
を
負
わ
さ
れ
父
が
切
腹
の

の
恋
と
別
れ
を
描
く
。

幼
な
じ
み
の
ふ
く
（
白
城
あ

牧
文
四
郎
（
紫
苑
ゆ
う
）
は

争
い
の
渦
中
に
巻
き
込
ま

『
若
き
日
の
唄
は
忘
れ
じ
」

⑭
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ロ
マ
ン

Ｍ直ＳＳＡＧ農江
戸
時
代
、
藩
の
権
力

f ｒｏｍ
了ＡＫＡ屑ＡＺ砿ＫＡ

ｌ
プ
の
恋
と
争
い
。

女
が
飛
び
出
し
踊
る
。

登
場
。
ラ
ン
プ
か
ら
盗
賊
や
美

◎
オ
リ
エ
ン
タ
ル
・
マ
ジ
ッ
ク

歌
い
踊
る
。

太
陽
の
王
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に

◎
プ
ロ
ロ
ー
グ

を
中
心
に
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
溢

れ
る
シ
ー
ン
の
連
続
。

●
レ
ビ
ュ
ー
『
ジ
ャ
ン
プ
・
オ

リ
エ
ン
ト
ノ
．
」

バ
ピ
ロ
ー
ー
ァ
の
神
殿
の
中
で

ア
ラ
ジ
ン
が
械
椴
に
乗
っ
て

オ
リ
エ
ン
タ
ル
な
イ
メ
ー
ジ麻路さき 紫 苑 ゆ う

１冊
６
８
０
１
ま
で

Ｉ

宝塚歌劇座席券セットのホテル

宝
塚
の
情
報
が
い
っ
ぱ
い
。
気

素
敵
な
夢
を
贈
り
続
け

Ａ
４
７
０
０
円
、
Ｂ
３
０
０
０
円
ｃ

リ
エ
ン
ト
ノ
』
型
場
。
村
上
信
夫
作
・
演

香
織
、
城
火
呂
絵
。
②
『
ジ
ャ
ン
プ
・
オ

大
関
弘
政
脚
本
、
演
出
。
特
別
出
演
、
岸

☆
星
組
・
宝
塚
大
劇
場
公
演
⑩
『
若
き
日

◎
フ
ィ
ナ
ー
レ

商
人
を
誘
惑
し
て
妖
し
く
踊
る

の
唄
は
忘
れ
じ
』
Ｍ
場
。
藤
沢
周
平
原
作

◎
エ
イ
ジ
ア
ン
・
ロ
マ
ン
ス

◎
エ
イ
ジ
ア
ン
。
ビ
ー
ト

◎
オ
リ
エ
ン
タ
ル
・
ラ
ブ

に
な
る
。
豪
華
な
パ
レ
ー
ド
へ
。

ら
全
員
の
パ
レ
ー
ド
へ
。

阪急宝塚南口駅、徒歩３分･ 阪急宝塚駅、徒歩５分
〒6 6 5 宝塚市武庫川町４７－１五0 7 9 7 ( 8 1 ) 0 0 0 1

蕊
白城あやか

春
の
女
神
の
歌
で
一
面
花
畑

香
港
の
夜
の
町
。
若
者
グ
ル

敦
煙
の
王
女
と
美
女
達
が
、

フ
ェ
ス
タ
の
踊
り
絵
巻
き
か

宝塚1-〕ア'-9《イリ
｡ ご宿泊( i 明食付）お一難￥５，７００
＜税別＞全室パス・ＴＶ付

／字垢奴ハ

●
友
の
会
へ
の
お
誘
い

る
宝
塚
の
舞
台
。
そ
の
レ

Ａ
会
員
／
一
年
七
千
二
百
円

宝
塚
友
の
会
〒
師
宝
塚
市
栄

軽
に
お
寄
り
下
さ
い
。

参
加
、
座
席
予
約
な
ど
の
特
典

送町
１
の
１
の
師
雪
０
７
９
７

も
あ
り
ま
す
。

郵
送
円
で
毎
月
「
宝
塚
だ
よ
り
」
を

普
通
会
員
／
一
年
二
千
三
百

NｌＥＷＳへ
の
架
け
橋
、
宝
塚
友
の
会
に

あ
な
た
も
入
り
ま
せ
ん
か
。

Ｂ
会
員
／
一
年
七
千
二
百
円

で
毎
月
「
宝
塚
グ
ラ
フ
」
を
郵

で
毎
月
「
歌
劇
」
を
郵
送
。

ご
入
会
の
お
問
合
わ
せ
は

花
の
道
に
あ
る
友
の
会
に
は

そ
の
他
、
友
の
会
行
事
へ
の

デ
ィ
ド
リ
ー
マ
ー
の
世
界

： 蕊鞠１５唾鎚i恥…←ｽ型且』諺、

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



■
田
中
千
代
服
飾
専
門
学
校

芦
屋
市
大
原
町
劃
Ｉ
旭

言
０
７
９
７
１
３
１
１
０
６
０
１

☆
華
麗
な
メ
ロ
デ
ィ
を
和
服
に
染
め
て

呉
服
店
丸
太
や
に
お
い
て
、
２
月
焔

日
か
ら
即
日
ま
で
〃
コ
ン
サ
ー
ト
″
と

題
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

展
示
会
が
行
わ
れ
た
。
大
学
の
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
で
チ
ェ
ロ
を
演
奏
し
て
い
た
三

木
社
長
と
、
４
歳
の
頃
か
ら
バ
イ
オ
リ

ン
を
習
い
始
め
、
バ
イ
オ
リ
ン
を
形
ど

っ
た
ブ
ロ
ー
チ
な
ど
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー

と
し
て
常
に
楽
器
を
身
に
つ
け
て
い
た

奥
様
の
成
美
さ
ん
・
「
和
服
の
時
に
も
楽

器
を
身
に
つ
け
て
い
た
い
」
と
、
楽
器

を
帯
に
染
め
る
こ
と
を
考
え
、
画
家
の

☆
新
た
な
る
世
界
へ
朔
く
″

１
月
鯛
日
（
土
）
に
、
田
中
千
代
服
飾

専
門
学
校
の
平
成
５
年
度
卒
業
作
品
シ

ョ
ー
が
芦
屋
に
あ
る
同
校
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
。

三
宮
﹈
の
日
丘
①
ｚ
の
言
言
○
吋
匡
と
題

し
、
夢
を
追
い
か
け
て
、
未
知
な
る
世

界
・
新
た
な
る
世
界
へ
と
邦
く
卒
業
生

た
ち
が
、
〃
宇
宙
遊
泳
″
〃
ト
ロ
ピ
カ
ル

サ
ン
バ
〃
〃
花
水
月
″
な
ど
、
各
禽
の

イ
メ
ー
ジ
で
作
品
を
製
作
、
自
ら
が
モ

デ
ル
と
な
っ
て
発
表
し
た
。
約
卸
点
の

作
品
は
、
ス
ー
ツ
、
コ
ー
ト
か
ら
ス
キ

ー
ウ
ェ
ア
、
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
ま

で
多
彩
、
若
さ
と
個
性
が
輝
く
も
の
だ

っ
た
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
全
員
が
再
登

場
、
お
祝
い
に
か
け
つ
け
た
友
人
や
家

族
た
ち
か
ら
の
花
束
を
受
け
取
っ
た
時

の
笑
顔
が
新
鮮
に
感
じ
ら
れ
た
。

横
山
喜
八
郎
氏
に
相
談
、
氏
が
快
諾
し

夢
が
実
現
し
た
も
の
・
バ
イ
オ
リ
ン
、
ピ

ア
ノ
、
フ
ル
ー
ト
な
ど
が
見
事
な
色
彩

で
帯
に
染
め
ら
れ
、
素
晴
ら
し
い
ハ
ー

モ
ニ
ー
を
奏
で
て
い
た
。
ま
た
、
帯
に

合
わ
せ
て
草
木
染
め
で
着
物
も
制
作
。

「
街
中
の
色
々
な
シ
ー
ン
に
と
け
こ
む

よ
う
な
お
栖
落
な
着
物
を
作
っ
て
、
着

､''1

｛

扇
邑
圏
圏
雷
診
醜
悪
冒
邑
璽
吻
宅
邑
国

卒業生自らがモデルとなって、多彩な作品を披露した

｢ 着物を楽しんで下さい」と三木社長
と奥様の成美さん。

物
を
楽
し
ん
で
着
て
も
ら
い
た
い
ん
で

す
」
と
三
木
社
長
。
２
月
過
日
に
は
〃
き

も
の
で
集
う
ワ
イ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
ち
ょ

っ
と
素
敵
に
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
″
と
い
う

コ
ン
サ
ー
ト
も
開
催
さ
れ
、
音
楽
と
着

物
の
好
き
な
方
が
集
ま
り
、
楽
し
ん
だ
。

国
丸
太
や

神
戸
市
中
央
区
元
町
一
’
七
’
二

窟
０
７
８
１
３
３
１
１
１
０
３
１

会場にて、諸泉陽子さんと、お壊さん
の頼子さん。

１
７６
１

蕊欝 ☆
圧
倒
的
な
美
し
さ
「
花
の
会
」
展

諸
泉
陽
子
さ
ん
の
主
催
す
る
「
花
の

会
」
展
が
、
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
に
お

い
て
２
月
６
日
（
日
）
に
、
開
催
さ
れ
、
Ｂ

Ｉ
Ｆ
の
借
楽
の
間
は
、
主
催
の
泉
会
の

メ
ン
バ
ー
の
力
作
が
広
い
空
間
を
埋
め

て
、
圧
倒
的
な
美
し
さ
と
セ
ン
ス
を
競

っ
た
。特

に
、
シ
ン
デ
レ
ラ
と
か
、
雛
祭
り
、

子
供
の
日
、
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
な
ど
物
語

の
テ
ー
マ
が
あ
る
作
品
や
、
テ
ー
ブ
ル

コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
の
花
々
、
ピ
ン
ク
と
白

い
縞
の
テ
ン
ト
内
に
飾
ら
れ
た
作
品
は

エ
レ
ガ
ン
ト
で
美
し
く
、
花
の
あ
る
生

活
の
楽
し
さ
を
た
ん
の
う
さ
せ
た
。
会

場
は
２
千
人
が
訪
れ
春
の
花
園
の
よ
う
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菱
や
⑤

牛
〃
〃
一
〃
／

Ｇ

々

ＳＰＲＩ

券
漆

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



４月８日（金）
午後５時～

特典満載、楽しさ1 0 0 倍
「四季彩但馬パスポート」発行！

但馬のすべてを“見る。買う。遊ぶ”なら、
この一冊におまかせ。施設ガイドはもちろん
入場券、割引券、プレゼント券など特典を満
載しています。スタンプラリーに参加し規定
のポイントに達すると参加記念品のオリジナ
ル・テレカももらえます。さらに但馬のグル
メ食品をはじめとした記念品から海外旅行ま
であたる「お楽しみ抽選」のチャンスもＩ
これで1, 0 0 0円はお買い得です。

⑥テーマ曲の大合唱

＜お問い合わせは＞
但馬・理想の都の祭典実行委員会
画０７９６。２４．６７００

◎ＴＡＪｌＭＡおとく情報◎

⑤但馬の伝統芸能＆マンシュ

〃ＶＧビジラミズ
n ＷｍＶＴＴＹＺＶＥＴＷＯＲＫＧＲＯＵＰ

大但馬展一但馬の風土と先人たち一
平成６年４月９日～６月3 0 日
但馬の自然､ 文化､ 人物を立体的に紹介し､ 但馬の素晴らしさを見
ていただきます｡ なかでも､ 但馬人気質あふれる先人たちを四季
折々の風景の中に描いた映画｢ 但馬物語_ I ､ こうのとりの生態映像、
円山応挙や生野銀山の展示などが注目されます。

株式会社ティ･ ワイ･ グレイス
〒6 6 8 兵庫県豊岡市中央町1 0 - 1 8
T B I 、０７９６－２２－１６５９
Ｆａｘ０７９６－２４－８２２４

国商品/ 宝飾品( 宝石､ 貴金属､ ｱ ｸ ｾ ｻ ﾘ ｰ ）
且詳しくはお問い合わせください｡

遇
‘

場
容
会
内

門』〆移り

オーブニンクイベントイメージ図

日本初公開の巨大エアチューブ､ ショー
(マンシュ）
フランスの造形作家グザヴイエ・ジユイヨによる空
間アートパフォーマンス。全長1 0 0 ｍ～1 5 0 ｍにもな
る巨大エアチューブを大空に泳がせます｡ ' 9 2 年の冬
季オリンピックの開会式や､ フランス革命2 0 0 年祭に
も彼の作品が登場しています。

ＩｌＡ紘縄.

但馬空港内特設会場
①" 理想の火" の回流リレー
②" 理想の火" 集火式
③開幕宣言
④ライティングショー

但馬2 1 万人の
意気込みを結集／ 祭典オープニング: イベント
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世界の石の花･ 華の博覧会
ＴＡＪＩＭＡ・円山川カヌーフエアー
豊岡の春まつり
祭典協賛ゴルフ市民･ 町民デー
たじまｽ ｶ ｲ ﾌ ｴ ｽ ﾀ ' ９４
円山川公苑美術館企廼i 展事業
森林づくり国際シンポジウム
ひょうご' 9 4

神武1 1 1 公園桜まつり
北前船展
但馬･ 海中公園展
世界カニ香住フェスティバル
円山応挙没後2 0 0 年記念事業
但馬・空の文化展
十戸温泉清水まつり
植村直己冒険展
日高町吹奏楽団第６回定期演奏会
ゲートボール大会
手打ちそば祭り
国際交流フェア慶州
& 出石ひぽこふるさとまつり
“未来の水族館' ，マリンポーチ展
先人記念展一浜坂の先人たち一
但馬・風土村
日本舞踊四季彩春の舞
四季を味わう路上探検
高柳の里・彫刻造形展
但馬・四季彩' ９４
邦楽の饗と風土の舞

ログハウス体験宿泊
但馬の大自然を歩く会
ミズバショウ祭
ミズバショウハイキング

森と水のシンポジウム
山神祭り
生野・銀の工房展
但馬・食文化プラザ
ｕふるさと桜づつみ回廊, ’
植樹交流会

但馬の、人｡ 海｡ 森｡ 里･ 空を
アピールする５つの文化展

空…但馬。空の文化展
但馬・空の文化展実行委員会
念０７９６．２６･ １３６３

ようこそＴＡＪＩＭＡへ！
わたしたちも歓迎致します。

快適但馬と新しいライフスタイルの創造
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里…但馬。食文化プラザ
但馬・食文化プラザ実行委員会
冠０７９６．７２．０５４５

1994.4.9->1995.ａｌ８四拳壱但馬･ 理想の都の祭典実行委員会
〒6 6 8 豊岡市山王町1 1 - 2 8

TEL.(0796)24-6700.FAX.(0796)24-6704
［神戸事務所］

〒6 5 O 神戸市中央区下山手通5 - 1 0 - 1 兵庫県庁
TEL,(078)362-3996．FAX.(078)362-3975
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開催地| 兵庫県但馬全域( １市1 8 町）
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人…大但馬展
大但馬展実行委員会
盆０７９６．２６．１３６１

豊岡市／但馬空港内特設会場
′／市総合体育館じばさんＴＡＪＩＭＡ
ク／但馬空港
" ／城崎 ﾏ ﾘ ﾝ ﾜ ールド

総合開会式
大但馬展
但馬・空の文化展
海の生物展S e a Ｚｏｏ

参／玄武洞ミュージアム
ク／円山川公苑
〃／市役所前広埋ほか
〃／城崎カンツリークラプ
ヶ／じぱさんT A J I M A 但馬空港
〃／円山川公苑美術館
' ／市民会館

今／神武山公同
竹野町／北前船及び周辺
香住町／香住漁港（束港）
参／海の文化館中央公民館ほか
”／文化会館中央公民館

日高町／但馬空港
参／十戸温泉
か／植村直戸冒険館文化体育館
〃／文化体育館

出石町／出石グリーンランド
〃／大手前広場
学／文化会館町民センターほか

浜坂町／マリンポーチ
ケ／先人記念館

八鹿町／但馬全天候運動場ほか
今／町民会館
' ／町内一円
。／高柳独反全訓或
" ／町民会館

大屋町／由良･ 若杉セカンドハウス村
’／ミズバショウ公園

ク／ゴルフハンズ和田山コース
山東町／ヒメハナ公園
〃／ヒメハナ公園
' ／山東カントリークラブ
今／農村広場ホテル好楽謎球埋

朝来町／さのう高原

" ／ゲ ﾘ ｰ ﾝ ｵ ｱ ｼ ｽ 朝来ほか

4 / 9出～9 / 3 0 ( 封
4/17（日）
4 / 9 出～１１月
4/2帥k）
４月～３月
4 / 9出～3 / 1 8仕）

4/29陰)～3/12(日)

‘‘熟年ﾗ ｲ ﾌ 新発見. ‘
桜まつり
ヒメハナまつり
但馬祭典デー
交流人ケートボール大会
朝来パラグライダー教室と
スカイスポーツ朝来カップ

四季彩あさごふるさと感謝祭

海…但馬。海中公園展
但馬・海中公園展実行委員会
竃０７９６．３６．４４１７

4 / 2 馴封
4/17（日）
4/29(金)～11/6（日）
4/9出～5/8（日）
4/9仕）

関宮町／中央公民館
生野町／山神宮境内中央公民館ほか
〃／史跡生野銀山

和田山町／文化会館ほか
〃／町内

畷森…但馬・森の文化展
第4 5 回全国植樹祭兵庫県実行委員会
Ｂ０７８．３４１．７７１１
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盲

、

ノ

ー
月
二
十
七
、
二
十
八
日
の
両
日
、
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア

ホ
テ
ル
で
第
二
十
回
生
長
の
家
繁
栄
特
別
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
が

開
か
れ
た
。
テ
ー
マ
は
、
そ
の
前
日
ワ
ー
ル
ド
記
念
ホ
ー

ル
で
開
か
れ
た
第
十
八
回
生
長
の
家
栄
え
る
会
全
国
大
会

と
共
通
の
、
「
人
類
の
繁
栄
を
求
め
て
」
。
そ
の
折
の
講
師

の
ぉ
一
人
、
㈱
現
代
人
間
科
学
研
究
所
所
長
、
飛
岡
健
さ

ん
を
ゲ
ス
ト
に
お
迎
え
し
て
の
対
談
で
す
。

☆
浪
費
で
は
な
く

「
創
費
」
を
。

今
井
ど
う
も
お
久
し
ぶ
り
で
す
。
飛
岡
先
生
に
お
世
話

に
な
っ
て
久
し
く
な
り
ま
す
が
、
私
な
り
に
次
の
読
み
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。

飛
岡
お
久
し
ぶ
り
で
す
ね
。
と
こ
ろ
で
、
先
日
筑
紫
哲

也
さ
ん
か
ら
お
も
し
ろ
い
話
を
聞
き
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス

の
文
学
者
エ
ミ
ー
ル
・
ゾ
ラ
が
、
ハ
イ
ド
・
パ
ー
ク
で
見

か
け
た
情
景
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
は
衰
退
す
る
と
思
っ
た
と

言
う
ん
で
す
ね
。
日
向
ぼ
っ
こ
を
し
て
い
た
女
の
子
達
が

帰
っ
た
後
ヘ
ア
・
ピ
ン
が
落
ち
て
い
る
の
を
見
て
、
賛
沢

な
こ
と
を
し
て
い
る
と
。
そ
し
て
事
実
、
確
実
に
衰
退
し

て
い
っ
た
。

私
も
日
本
の
温
泉
場
の
脱
衣
場
で
脱
ぎ
散
ら
さ
れ
た
下

着
を
見
て
、
こ
の
乱
れ
と
い
う
も
の
が
、
我
々
の
ビ
ジ
ネ

ス
や
政
治
に
繋
が
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
と
感
じ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
「
一
事
が
万
事
」
、
仏
教
に
も
．
念
三
千
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
全
て
が
全
て
の
こ
と
に
繋
が

っ
て
い
る
。
こ
こ
の
と
こ
ろ
の
日
本
と
い
う
の
は
、
明
治

の
人
達
か
ら
ず
う
っ
と
私
達
の
祖
先
が
築
い
て
き
た
も
の

の
上
に
乗
り
か
か
っ
て
、
少
し
い
い
加
減
な
生
活
を
し
て

こ
な
か
っ
た
か
な
あ
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
。

今
井
豊
か
さ
に
甘
ん
じ
た
考
え
、
や
り
方
と
い
う
も
の

は
、
決
し
て
続
く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

飛
岡
そ
う
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
、
重
要
な
の
は

無
駄
使
い
、
浪
費
で
は
な
く
、
次
な
る
一
歩
の
た
め
に
価

値
の
あ
る
「
創
費
」
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
ん
で
す
。

今
井
そ
れ
は
作
る
側
に
も
通
じ
る
考
え
方
で
す
ね
。

飛
岡
そ
う
で
す
。
た
だ
モ
ノ
を
作
っ
て
売
る
だ
け
で
は

だ
め
、
バ
ブ
ル
の
時
は
、
戦
後
の
物
不
足
社
会
の
時
の
惰

性
で
漠
然
と
モ
ノ
を
作
り
、
惰
性
で
買
っ
て
い
た
ん
で
す

ね
。
ち
ょ
っ
と
意
識
を
変
え
て
み
る
と
決
し
て
必
要
で
は

な
い
よ
う
な
も
の
を
生
産
、
消
費
し
て
い
た
。

瀞本当
の
幸
せ
を
つ
く
る

た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
を

飛
岡
健
さ
ん
《
株
式
会
社
窺
代
人
間
科
挙
聯
究
所
所
長
〉

今
井
啓
介
さ
ん
《
今
啓
（
‐
ル
繍
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
） 飛胸

今
篤
バ
ー
ル

対
談
シ
リ
ー
ズ
２

渉陰

健さん( 左）と今井啓介さん( 右）
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ポートピアホテルにて

／

日
本
人
は
ど
う
し
た
ら
本
当
に
幸
せ
に
な
れ
る
の
か
、
こ

う
い
う
こ
と
を
き
ち
ん
と
考
え
な
け
れ
ば
だ
め
な
ん
で
す

ね
。
経
営
者
は
そ
の
点
を
考
え
経
営
判
断
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
バ
ラ
ン
ス
・
シ
ー
ト
と
い
う
の
は
、

ビ
ジ
ネ
ス
を
や
っ
た
結
果
で
あ
っ
て
、
結
果
で
判
断
し
て

い
て
は
だ
め
な
ん
で
す
。
提
供
し
て
い
る
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
そ
の
も
の
が
、
本
当
に
日
本
人
の
生
活
を
幸
せ
に
し
て

い
る
か
ど
う
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

今
井
も
う
モ
ノ
を
作
れ
ば
売
れ
る
、
単
純
に
モ
ノ
を
作

っ
て
売
る
こ
と
が
商
売
だ
と
い
う
時
代
で
は
あ
り
ま
せ
ん

ね
。☆

過
去
に
感
謝
で
き
な
け
れ
ば

未
来
に
も
思
い
を
馳
せ
ら
れ
ま
せ
ん
。

飛
岡
そ
う
で
す
ね
。
我
々
人
間
の
身
体
の
成
長
は
大
体

二
十
四
歳
位
ま
で
な
ん
で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
後
は
も
う
新

陳
代
謝
で
現
状
を
維
持
す
る
だ
け
で
す
。
日
本
の
社
会
も

少
な
く
と
も
も
う
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
来
て
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
人
間
も
社
会
も
そ
こ
か
ら
ま
だ
ま
だ
知
識
、
経
験

を
蓄
積
す
る
こ
と
は
続
い
て
い
く
わ
け
で
す
。

今
井
そ
う
い
う
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
次
の
時
代
へ
向

け
て
や
る
べ
き
こ
と
は
何
な
の
か
、
そ
こ
の
と
こ
ろ
を
き

ち
ん
と
理
解
し
な
い
限
り
、
こ
れ
か
ら
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

作
っ
て
い
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
ね
。

飛
岡
そ
の
通
り
で
す
よ
。
そ
こ
で
こ
れ
か
ら
は
、
人
間
、

お
金
と
時
間
を
持
っ
た
ら
何
を
や
り
出
す
か
を
研
究
す
る

こ
と
で
す
。
こ
れ
に
き
ち
ん
と
答
を
も
て
る
人
が
こ
れ
か

ら
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
作
り
出
す
人
で
す
よ
。
人
は
結
局
自
分

の
教
養
を
磨
き
始
め
る
ん
で
す
ね
。

今
井
日
本
人
の
教
養
水
準
を
上
げ
る
こ
と
を
目
指
す
、
そ

う
い
う
こ
と
が
大
切
に
な
る
と
い
う
お
考
え
で
す
ね
。

飛
岡
そ
う
で
す
。
も
ち
ろ
ん
物
質
的
な
生
活
水
準
を
上

げ
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
が
、
更
に
高
度
な
商
品
を
作
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
今
ま
で
の
様
に
北

海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
通
用
す
る
様
な
大
量
生
産
品
と
い
う

レ
ベ
ル
で
は
な
く
て
、
も
っ
と
各
地
域
の
歴
史
や
伝
統
、
文

化
な
ど
と
い
っ
た
も
の
を
ふ
ま
え
た
、
生
か
し
た
か
た
ち

で
の
商
品
作
り
、
あ
る
い
は
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
も
の
を
考

え
て
い
く
こ
と
が
益
々
大
切
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

今
井
戦
後
、
衣
・
食
・
住
を
満
た
す
た
め
に
懸
命
に
や

っ
て
き
た
日
本
人
が
、
今
次
の
時
代
を
迎
え
て
い
る
。

飛
岡
今
か
ら
三
十
数
年
前
、
「
も
は
や
、
戦
後
で
は
な
い
」

と
い
う
白
書
が
出
た
頃
に
、
日
本
人
は
ア
メ
リ
カ
人
の
生

活
を
見
て
、
一
家
に
一
台
自
動
車
が
あ
り
、
夫
婦
で
海
外
旅
行

が
で
き
る
、
す
ご
い
と
言
っ
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
後
の

大
変
な
変
化
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
三
十
数
年
後
の
、
今
の

日
本
の
姿
を
予
想
出
来
た
人
が
ど
れ
だ
け
い
た
で
し
ょ
う

か
。
読
め
て
い
た
人
は
大
き
な
商
売
が
出
来
て
い
ま
す
よ
。

一
人
一
人
が
描
い
て
い
る
未
来
よ
り
、
現
実
は
も
っ
と

先
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
も
っ
と
早
い
、
時
代
は

も
の
す
ご
い
勢
い
で
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
も
う
「
十
年
一

昔
」
で
は
な
く
、
「
三
年
一
昔
」
で
す
よ
。
過
去
三
十
年
の

変
化
が
こ
れ
か
ら
先
十
年
で
来
る
。
未
来
を
的
確
に
描
き
、

今
の
社
会
が
ど
れ
位
の
早
さ
で
動
い
て
い
る
か
体
で
わ
か

る
人
が
成
功
す
る
。
「
一
歩
先
を
読
ん
で
、
半
歩
先
で
企
て

て
、
そ
し
て
一
歩
一
歩
や
る
こ
と
」
で
す
。

し
か
し
、
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
過
去
に
感
謝
し
な

い
人
は
未
来
に
も
思
い
を
馳
せ
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
過
去
に
感
謝
出
来
な
い
と
、
未
来
を
搾
取
し
て
、
現

在
に
消
費
し
て
し
ま
う
。
今
は
過
去
の
成
果
を
も
ら
っ
て

存
在
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

今
井
本
当
に
豊
か
に
な
り
ま
し
た
ね
。

飛
岡
そ
う
で
す
ね
。
今
、
日
本
人
は
幸
せ
な
ん
で
す
よ
。

今
豊
か
で
あ
る
こ
と
が
実
感
で
き
な
い
こ
と
は
貧
し
い
。

そ
し
て
、
今
や
る
べ
き
こ
と
、
そ
れ
は
次
の
時
代
の
幸

せ
の
た
め
に
何
を
残
す
か
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

飛
岡
健
（
と
び
お
か
け
ん
）

’
九
四
四
年
生
ま
れ
。
墓
垂
全
工
学
系
大
学
睦
博
士
課
程
修
了

人
間
作
単
研
究
所
所
長
、
コ
ス
モ
総
合
研
究
所
所
長

金
沢
工
業
大
堂
客
員
教
授

、
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南米クラブチームの年間最強チーム決定／
ＪＡＬレコパファイナル' 9 ４ 「

死
ぬ
方
て
こ
と
を

捜
し
に
州
か
け
た
。

そ
の
奥
ぽ
く
ら
は

直
樹

泰
責
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二．郡干

園西先行ロードショー！
ｑＪＲ－嵩独･ 中央区絵湖北隣露１０８９８

三宮ﾌﾌ ｻ ﾋ ｼ ﾈ ﾏ３
日･祝IOg2n/平日12:30 / 2 : 4 0 / 4 : 5 0 / 7ｍ
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３月1酷-4月帽サンパウロＦＣＶＳ･ ボダフォゴ

1 9 9 4年４月３日(日)１３: 0 0キックオフ
神戸総合運動公園ユニバー記念競技場
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